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大質量原始星候補天体 G353.273+0.641(以下 G353) は特異な青方偏移卓越を示す原始星ジェット天体であり、
ほぼ”face- on”の質量放出/降着系が付随している。これまでのVLBIおよび各種電波干渉計を用いた観測から、
パーセクスケールの星団形成フィラメントに沿った降着流が中心星のごく近傍 (100 - 15 AU)まで空間スケール
3桁に渡って続いている可能性が示唆されている (2014年秋季年会 P133a, 2015年秋季年会 P134a)。
今回我々は J-VLAによるNH3観測で発見されたフィラメントから星周エンベロープへと接続する降着流に対

して、ATCAを用いたN2H
+輝線のフォローアップ観測を行った。その結果N2H

+輝線においてもNH3と同様
フィラメントに沿った降着流の兆候がみられた。一方NH3が中心星付近まで接続しているのに対し、低温ガスの
トレーサであるN2H

+は中心星位置では検出され無かった。両者輝線は空間だけでなく位置速度図上でも明らか
に接続しており、フィラメントに沿って中心星の北側 3000 AU程度の地点でN2H

+からNH3へとトレーサが切
り替わっていることが判明した。また降着流の速度場が同地点を境に加速から減速へと転じていることも明らか
になった。
以上のことからフィラメントから流れ込むガスが星周エンベロープへ接続する際の衝撃波通過にともなって

N2H
+分子の破壊が促進されている可能性が示唆される。今後はALMA等を用いてより高分解能な観測を行い、

切り替わり地点付近の温度変化や分子組成を詳細に調べる予定である。


